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このたびは、三菱汎用インバータ内蔵オプションをご採用いただき、誠にありがとうございます。
不具合を引き起こしますので、ご使用前に必

さい。機器の知識、安全の情報そして注意事
」、｢注意｣として区分してあります。
想定される場合。

性が想定される場合および物的損害だけの発

ずれも重要な内容を記載していますので必

バーをはずした状態で運転しないでくだ

ンバータ内部は充電されており感電の原

分以上経過したのちに、テスタなどで電圧
ていて危険です。

となります。
でください。感電の原因になります。

なります。

い。火傷の原因になります。
2

この取扱説明書は、ご使用いただく場合の取扱い、留意点について述べてあります。誤った取扱いは思わぬ
ずこの取扱説明書を一読され、正しくご使用くださいますようお願いいたします。
なお、本取扱説明書は、ご使用になるお客様の手元に届くようご配慮をお願いいたします。

 感電防止のために

 傷害防止のために

安全上の注意
据付け、運転、保守・点検の前に必ずこの取扱説明書とその付属書類をすべて熟読し、正しくご使用くだ
項のすべてについて習熟してからご使用ください。この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「警告

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性が

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能
生が想定される場合。

なお、 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。い

ず守ってください。

警告
インバータ通電中は表面カバーや配線カバーを開けないでください。また、表面カバーや配線カ
さい。高電圧の端子および充電部が露出していますので感電の原因となります。

電源遮断時でも配線作業・定期点検以外ではインバータの表面カバーを外さないでください。イ
因となります。

配線作業や点検は、インバータ本体操作パネルの表示が消灯したことを確認し、電源遮断後 10
を確認してから行ってください。電源を遮断した後しばらくの間はコンデンサが高圧で充電され

配線作業や点検は専門の技術者が行ってください。
内蔵オプションを据え付けてから配線してください。感電、傷害の原因になります。
濡れた手で内蔵オプションに触れたり、ケーブル類の抜き差しをしないでください。感電の原因
ケーブルは傷つけたり、無理なストレスをかけたり、重いものを載せたり、挟み込んだりしない

注意
各端子には取扱説明書に決められた電圧以外は印加しないでください。破裂・破損などの原因に
端子接続を間違えないでください。破裂・破損などの原因になります。
極性（＋、－）を間違えないでください。破裂・破損の原因になります。
通電中や電源遮断後のしばらくの間は、インバータは高温になっていますので触らないでくださ

警告

注意

注意
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 諸注意事項
なることがあります。

ください。
素など）が弊社製品に侵入すると故障の
くん蒸以外の方法（熱処理など）で消
。

があります。

い。各パラメータが初期値に戻ります。

安全のための遮断物を取り外した状態で
物を元どおりに戻し、インバータの取扱
次の注意事項についても十分留意ください。取扱いを誤った場合には思わぬ故障・けが・感電などの原因と

注意
運搬・据付けについて
損傷、部品がかけている内蔵オプションを据付け、運転しないでください。
製品の上に乗ったり重いものを載せないでください。
取付け方向は必ずお守りください。
インバータ内部にねじ・金属片などの導電性異物や油などの可燃性異物が混入しないようにして
木製梱包材の消毒・除虫対策のくん蒸剤に含まれるハロゲン系物質（フッ素、塩素、臭素、ヨウ
原因となります。梱包の際は、残留したくん蒸成分が弊社製品に侵入しないように注意するか、
毒・除虫対策をしてください。なお、木製梱包材の消毒・除虫対策は梱包前に実施してください

試運転調整について
運転前に各パラメータの確認・調整を行ってください。機械によっては予期せぬ動きとなる場合

警告
使用方法について
改造は行わないでください。
取扱説明書に記載のない部品取外し行為は行わないでください。故障や破損の原因になります。

注意
使用方法について
パラメータクリア、オールクリアを行った場合、運転前に必要なパラメータを再設定してくださ
静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身体の静電気を取り除いてください。
保守点検・部品の交換について
メガーテスト（絶縁抵抗測定）を行わないでください。
廃棄について
産業廃棄物として処置してください。

一般的注意
本取扱説明書に記載されている全ての図解は、細部を説明するためにインバータのカバーまたは
描かれている場合がありますので、インバータを運転するときは必ず規定どおりのカバーや遮断
説明書に従って運転してください。
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お使いになる前に 5
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あるか、また損傷がないかを確認して

ックをシンクロジックとして掲載してい
ください）
1 お使いになる前に

1.1 開梱と製品の確認
梱包箱から内蔵オプションを取り出し、表面の名称を確認し、ご注文どおりの製品で
ください。
本製品は FR-A800 シリーズ用内蔵オプションです。

 梱包確認
同梱内容を確認してください。

NOTE
 • 本取扱説明書中の結線図は、特に記載のない場合は、入力端子の制御ロジ
ます。（制御ロジックについては、インバータ本体の取扱説明書を参照して

内蔵オプション：1個 取付けねじ（M3×8mm）：2本
（7 ページ参照）

スペーサ：2本
（7 ページ参照）

1 2 3 4

O N

1
2

O
N

SW2

SW3

SW
1



参照ページ
けます。 7

12
）を切り換えます。 10

－

10

さい。 －

7

裏面図 (g)

(a)

(a)
6 お使いになる前に

1.2 各部の名称

記号 名称 説明
a 取付け穴 ねじでインバータに固定、またはスペーサを取り付

b 端子台 PLGと配線します。

c PLG仕様選択スイッチ (SW3) PLG仕様（差動ラインドライバ /コンプリメンタリ

d CON2 コネクタ 使用しません。

e 終端抵抗選択スイッチ (SW1) 内部終端抵抗のON/OFF を切り換えます。

f メーカ設定用スイッチ (SW2) 初期状態 (1、2：OFF ) から変更しないでくだ

g コネクタ インバータのオプションコネクタと接続します。

正面図

端子配列
PA
2

PB
2

PZ
2

SD SD PO

PA
1

PB
1

PZ
1

PG PG PI
N

PIN、POは
使用しません。

1 2 3 4

O N

1
2

O
N

SW2

SW3

SW
1

(a)

(b) (a)

(a)

(a)

(e)

(d)

(f)

(c)

1
2

O
N
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内蔵オプションが破損することがあります。

スペーサ

インバータ側
オプションコネクタ
2 取付けと配線

2.1 取付け前に
インバータの入力電源と制御回路電源がOFF されていることを確認してください。

2.2 取付け方法

(1) インバータの表面カバーを取り外してください。（表面カバーの取
り外し方については、インバータ本体の取扱説明書（詳細編）の 2
章を参照してください。）

(2) 取付けねじで固定しない取付け穴 2箇所（次ページ参照）にス
ペーサをはめ込みます。

(3) 内蔵オプションのコネクタをインバータ本体側コネクタのガイドに
合わせて奥まで確実に挿入します。（インバータのオプションコネ
クタ 1または 2に取り付けてください。）

(4) 付属の取付けねじで内蔵オプションの左右 2箇所をインバータ本
体に確実に固定します。（締付けトルク 0.33N・m～ 0.40N・m）
ねじ穴が合わない場合は、コネクタが確実に挿入されていない可能
性がありますので確認してください。

注意
 入力電源がONの状態で内蔵オプションの取付け、取外しを行わないでください。インバータや
 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身体の静電気を取り除いてください。

スペーサ



さい。
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スペーサ

スペーサ

取付けねじ

コネクタ 3には取り付けないでくだ

取付けねじ

スペーサ

スペーサ

取付けねじ

コネクタ 1コネクタ 2

コネクタ 3

ねじとスペーサの取り付け位置
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い。
、インバータのオプションコネクタ
。
機能（E.1 ～ E.3）を表示します。取付け

ぐ引き抜いてください。コネクタおよびオ
NOTE
 • 内蔵オプションの取付け、取外し時は取付けねじの落下に注意してくださ
 • 同一オプションは一枚しか使用できません。複数枚実装されている場合は
1 ､ 2 ､ 3 の順で優先され、優先順位の低い側のオプションは動作しません

 • 取付け不良などでインバータがオプション実装認識できない場合は、保護
位置（オプションコネクタ 1～ 3）により表示が異なります。

 • 内蔵オプションを取り外すときは、左右 2箇所のネジを外してからまっす
プション基板に負担がかかると破損の恐れがあります。

取付け位置 エラー表示

オプションコネクタ 1

オプションコネクタ 2

オプションコネクタ 3



コンプリメンタリ

差動ラインドライバ
（初期状態）

SW3

抗-ON
）

抗-OFF

1 2 3 4

O N

1
2

O
N

SW2

SW3

SW
1

10 取付けと配線

2.3 PLG仕様 /終端抵抗スイッチの設定
 PLG 仕様選択スイッチ (SW3)
差動ラインドライバ、コンプリメンタリの選択をします。
初期状態は“差動ラインドライバ”となっています。出力回路に応じ
て切り換えてください。

 終端抵抗選択スイッチ (SW1)
内部終端抵抗のON/OFF を選択します。
PLG出力タイプが差動ラインドライバの場合“ON”（初期状態）、コ
ンプリメンタリの場合“OFF”にしてください。
ON：内部終端抵抗あり（初期状態）
OFF：内部終端抵抗なし

NOTE
 • すべてのスイッチを同じ設定（“ON”/OFF”）にしてく
ださい。

 • 差動ラインドライバで同一の PLGを他のユニット（NC（数
値制御装置）など）と共用する場合で、他のユニットに終
端抵抗器が接続されているときは、“OFF”にしてくださ
い。

1 2 3 4

O N

1
2

O
N

SW2

SW
1

内部終端抵
（初期状態

内部終端抵



取付けと配線 11

2

ライバの場合は 5V入力のみ可能です。
。

抵抗スイッチ (SW1) 電源仕様 

5V

5V



5V

5V



12V


 使用モータとスイッチの設定

 使用するモータ（PLG）に合わせてください。ただし PLG出力タイプが差動ラインド
 使用するPLGに合わせて、PLG用の電源（5V/12V/15V/24V）を用意してください

NOTE
 • SW2スイッチはメーカ設定用スイッチです。設定変更しないでください。

モータ PLG仕様スイッチ (SW3) 終端

PLG付三菱標準モータ
PLG付三菱高効率モータ

SF-JR 差動 ON

SF-HR 差動 ON

その他  

PLG付三菱定トルクモータ

SF-JRCA 差動 ON

SF-HRCA 差動 ON

その他  

ベクトル専用モータ SF-V5RU コンプリメンタリ OFF

PLG付他社モータ  



い。

、また

は、15 ページを参照してください。

SD
PG

G
F
D
C
B
A

R
S

PLG

2mm2

FR-A800
(FR-A8AP)

PZ2
PZ1
PB2
PB1
PA2
PA1

2並列接続の例
(PLG出力がコンプリメンタリの場合)

PLGケーブル
シールド
Pクリップ

Pクリップによる接地例
12 取付けと配線

2.4 配　線
(1) FR-A8AP への配線はツイストペアシールド線（0.2mm2 以上）を使用してくださ
配線の長さにより端子 PGおよび SDへの配線は並列接続とするか、太いサイズ
の電線で行ってください。また、ノイズの影響を受けないように、ノイズ源（主
回路、電源電圧など）から離してから配線してください。

 差動ラインドライバで配線長が 30m以上の場合
電線サイズ 0.2mm2 のケーブルを 6並列以上、もしくは電線サイズ 1.25mm2 以
上のケーブルを使用して、さらに 5V電源を若干上げる（約 5.5V）ことにより
100mまで延ばすことができます。ただし、PLGの電源仕様の範囲内としてくだ
さい。

PLGケーブルへのノイズを低減するため、PLGのシールド線は金属製の Pクリップ
はUクリップで盤に接地（できるだけインバータの近くで）してください。

NOTE
 • オプションの専用PLGケーブル（FR-JCBL/FR-V7CBL）についての詳細
 • FR-V7CBLには、シールド線接地用のPクリップが付属されています。

配線長
並列接続する場合
(電線サイズ 0.2mm2)

サイズを太くする場合

10m以内 2並列以上  0.4mm2 以上

20m以内 4並列以上 0.75mm2 以上

100m以内  6 並列以上 1.25mm2 以上
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(2) ツイストペアシールド線の配線は、電線の外被をむいてバラ線にしてください。

ります。）

圧着工具形名 お問い合わせ

コ CRIMPFOX 6 045-471-0030

外被
シールド(保護処理する)

ツイストペアシールド線

に

また、ケーブルのシールド線が導電部に触れないようにシールド線の保護処理をして
ください。

次の寸法で被覆をむいてください。むき長さが長すぎると隣の線と短絡の恐れがあり
ます。短かすぎると線が抜ける恐れがあります。
電線は、バラつかないように、よって配線処理をしてください。また、半田処理はし
ないでください。

必要に応じて棒状端子を使用してください。
棒状端子を使用する場合は、より線がはみ出さないように注意してください。

NOTE
 • 棒状端子の市販品例：（2012 年 2月時点。予告なしに変更される場合があ

電線被覆むきサイズ

端子ねじ
サイズ

電線サイズ
（mm2）

棒状端子形式
メーカ名絶縁スリーブ付 絶縁スリーブなし

M2 0.3 ～ 0.5 Al 0,5-6WH A 0,5-6 フエニックス・
ンタクト（株）

5mm

先端のつぶれ
電線がスリーブ
入っていない

ひげ線

破損

電線電線

スリ
ーブ

スリ
ーブ

０～
0.5
mm

０～
0.5
mm



(3) 端子ねじを緩め、端子に電線を差し込みます。 

ジやユニットの破損による短絡，誤動作

る場合は、ノイズによる誤動作を防ぐため
ください。
位置検出器の出力信号は、下図のように配
配線してください。

ドライバ

 ( 刃先厚：0.4mm／刃先幅：2.5mm)

中継端子として使用するとオプションユ

なります。
14 取付けと配線

NOTE
 • 締め付けが緩いと、線抜け，誤動作の原因となります。締めすぎると、ネ
の原因となります。

 • 内蔵オプションを取り付けた状態で、インバータ本体のRS-485 に配線す
に、配線がオプション基板やインバータ本体の基板に触れないようにして

 • 1 台の位置検出器を FR-A8APと NC（数値制御装置）で共用する場合、
線してください。この場合、NCとの配線長は極力短くし、最大 5m以内で

ねじサイズ 締付けトルク 電線サイズ
M2 0.22N ･ m～ 0.25N ･ m 0.3mm2 ～ 0.75mm2 小型 ねじ回し

注意
空き端子はオプション内部で使用しますので、絶対に中継端子として使用しないでください。
ニットが破損することがあります。

配線時にインバータ内部に電線切りくずを残さないでください。異常、故障、誤動作の原因に

最大5m
(2並列接続)

NC

インバータ
(FR-A8AP)

位置検出器
PLG
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照）

FR-V7CBL
ケーブルです。

G
F
D
C
B
A

R
S

PLG

A BC
D
EK
FGH

J

L
M

S

N

R

PT

D/MS3106B20-29S
（配線側から見て）

位置決めキー溝

D/MS3106B20-29S

D/MS3057-12A2P×0.2mm2 
約140mm

形名 長さ
L(m)

FR-V7CBL5 5

FR-V7CBL15 15

FR-V7CBL30 30

ップが付属
2.5 三菱モータ用PLGケーブルについて
専用PLGケーブルを使用して三菱 PLG付きモータと接続することができます。

 FR-A8APの端子台は差込方式のため、電線を加工する必要があります。（13ページ参

FR-JCBL
SF-JR/HR/JRCA/HRCA（PLG付）用のケーブルです。 SF-V5RU、SF-THY 用の

PZ2
PZ1
PB2
PB1
PA2
PA1

PG
SD

P
B
N
A
R
C

H
K

PLG

2mm2

A B
C
D

EK

FGH
J

L
M

S

N

R

PT

D/MS3106B20-29S
（配線側から見て）

位置決めキー溝

FR-A800
(FR-A8AP)

60mm
L

F-DPEVSB 12P×0.2mm2 D/MS3057-12A

アース線

D/MS3106B20-29S

約140mm

11
m
m

形名 長さ
L(m)

FR-JCBL5 5

FR-JCBL15 15

FR-JCBL30 30



PZ2
PZ1
PB2
PB1
PA2
PA1

SD
PG

2mm2

FR-A800
(FR-A8AP)

L

アース線

11
m
m

60mm

F-DPEVSB 1

・シールドアース用 Pクリ



 接続端子互換表

F-V5RU、SF-THY
FR-V7CBL

いでください

いでください

いでください

（パルス信号の詳細は
17 ページを参照して
ください。）

。）

PLGの電源線を接続してください。た
の場合は 5V入力のみ可能です。
認してください ) と同じ電圧としてく
16 取付けと配線

2.6 端子説明

モータ SF-JR/HR/JRCA/HRCA（PLG付） S
PLGケーブル FR-JCBL

FR-A8AP 端子

PA1 PA PA
PA2 PAR 何も接続しな
PB1 PB PB
PB2 PBR 何も接続しな
PZ1 PZ PZ
PZ2 PZR 何も接続しな
PG 5E PG
SD AG2 SD

端子記号 端子名称 内　容
PA1 PLG A 相信号入力端子

PLGからのA相信号を入力します。
PA2 PLG A 相反転信号入力端子
PB1 PLG B 相信号入力端子

PLGからのB相信号を入力します。
PB2 PLG B 相反転信号入力端子
PZ1 PLG Z 相信号入力端子 PLGからのZ相信号を入力します。

（PLGフィードバック制御では使用しませんPZ2 PLG Z 相反転信号入力端子

PG 電源（＋側）入力端子 PLG電源用電源を入力します。
外部電源（5V、12V、15V、 24V）および
だしPLG出力タイプが差動ラインドライバ
外部電源はPLG 出力電圧 (PLG の仕様を確
ださい。

SD 電源グランド端子
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3
、PLGは共用になります。
。
的なガタがないようにカップリングしてく

。

・PLGの軸端(A)より見て、
反時計方向に回転した 
場合

・a､b､c､dは(1/4±1/8)Pの
こと。

A

位置検出器
PLG
3 PLG仕様とパラメータ設定

3.1 PLGについて
 位置検出器 ( パルス PLG)

NOTE
 • オリエント制御、PLGフィードバック制御、ベクトル制御を併用する場合
PLGのパルス数が 1000 ～ 4096 P/R の範囲のPLGを使用してください

 • PLGはモータ軸または主軸の定位置停止を行う軸上に速度比 1：1で機械
ださい。

 • PLGの回転方向やA相とB相の配線が違っていると正しく動作しません

P
a b c d H

A
A
B
B
Z
Z

L

A/A信号　1000P/R～4096P/R
B/B信号　1000P/R～4096P/R
Z/Z信号　1P/R

A信号　1000P/R～4096P/R
B信号　1000P/R～4096P/R
Z信号　1P/R

差動ラインドライバ コンプリメンタリ
出力パルス仕様

A

B

Z

a b c d
P



い。ただしPLG出力タイプが差動ライ
を確認してください）と同じ電圧とし

は、電源は共用になります。

CT) が動作することがあります。

HY用 PLG

－ 3V）以上
18 PLG仕様とパラメータ設定

 電源
使用する PLGに合わせて、PLG用の電源（5V/12V/15V/24V）を用意してくださ
ンドライバの場合は 5V入力のみ可能です。外部電源はPLG出力電圧（PLGの仕様
てください。
オリエント制御、PLGフィードバック制御、ベクトル制御でPLGを併用する場合に

 • PLG付きモータ、ベクトル制御専用モータのPLG仕様

NOTE
 • PLGの入力電源電圧とPLG出力電圧レベルが異なる場合、保護機能 (E.E

項　　目 SF-JR/HR/JRCA/HRCA用 PLG SF-V5RU、SF-T

分解能 1024 Pulse/Rev 2048 Pulse/Rev

電源電圧 DC5V±10% DC12V±10%

消費電流 150mA

出力信号形態 A ､ B相（90°位相）
Z相：1Pulse/Rev

出力回路 差動ラインドライバ 74LS113 相当 コンプリメンタリ

出力電圧 ｢ H ｣レベル　2.4V 以上
｢ L ｣レベル　0.5V 以下

｢ H ｣レベル　（PLG用電源
｢ L ｣レベル　3V以下
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3

不安定になります。

内　　容

転の
設定

120Hz 以下で運転する場合に設定

120Hz を超えて運転する場合に設定

正
合に

120Hz 以下で運転する場合に設定

120Hz を超えて運転する場合に設定

ます。
3.2 パラメータ設定

3.2.1 PLG 用パラメータ

NOTE
 • Pr.359＝“0、1”の設定で 120Hz を超えて運転すると、モータの回転が

Pr. Pr.
グループ 名　　称 初期値 設定範囲

359 C141 PLG回転方向 1

0 軸より見て時計方向 (CW) が正
モータ (PLG) を使用する場合に

100

1 軸より見て反時計方向 (CCW) が
転のモータ (PLG) を使用する場
設定

101

369 C140 PLGパルス数 1024 0 ～ 4096 PLGのパルス数を設定します。
4逓倍する前のパルス数を設定し

CW

CCW



Pr.369 PLGパルス数
1024（初期値）

1024（初期値）

1024（初期値）



1024（初期値）

1024（初期値）



2048

2048




20 PLG仕様とパラメータ設定

3.2.2 ベクトル制御時の使用モータとパラメータ設定

 使用するモータに合わせて設定してください。

モータ名 Pr.359 PLG回転方向

三菱標準モータ

SF-JR 1（初期値）

SF-JR 4P 1.5kW以下 1（初期値）

SF-HR 1（初期値）

その他 

三菱定トルクモータ

SF-JRCA 4P 1（初期値）

SF-HRCA 4P 1（初期値）

その他 

ベクトル専用モータ
SF-V5RU 1（初期値）

SF-THY 1（初期値）

他社標準モータ － 

他社定トルクモータ － 
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4

止（オリエント）制御を行うことがで

（詳細編）を参照してください。

∗2

∗5

∗7 ∗8

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

SF-V5RU

U
V
W

U
V
W
E

G1

G2

A

接地
2W1kΩ

∗6

B
PA1FR-A8AP
PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

C
D

F
G

S
R

IM

FAN

PLG

部サーマル
力∗11

サーマル
プロテクタOH

SD

PC

インバータ

ンプリメンタリの場合(SF-V5RU)

DC12V電源∗9(+) (-)

NFB MC OCR
4 オリエント制御
工作機の主軸などに取り付けられた位置検出器 (PLG) との組合わせで回転軸の位置停
きます。
オリエント制御で使用するパラメータについての詳細はインバータ本体の取扱説明書

4.1 結線例

3相交流
電源

NFB
R/L1
S/L2
T/L3

DY

SF-JR PLG付モータ
U
V
W

U
V
W
E

C

∗6

∗2

∗5

∗10

∗7
∗8

X0
X1

X14
X15

R
PA1

FR-A8AP

PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

A
N

B
P

H
K

IM

正転始動
逆転始動

オリエント指令

接点入力コモン

STF
STR

SD

SD

X22∗3

PLG

接地

インバータ

ORM
ORA∗4

SE

∗4

FR-A8AX

外
入

コ

DC5V電源∗9(+) (-)

MC

∗1
3相交流
電源



 専用モータのファン電源は、7.5kW以下が単相（200V/50Hz、200 ～ 230V/60Hz）となります。

い。
）を参照ください。
い。
）を参照ください。

照）
さい。（10 ページ参照）
終端抵抗器が接続されているときは、終端抵抗

G出力タイプが差動ラインドライバの場合は 5V

することができます。
部停止位置指令についての詳細はインバータ本

ることにより機能を設定します。（Pr.178 ～
（詳細編）を参照ください。）
22 オリエント制御

 使用するPLGによって、ピン番号が異なります。
 Pr.178 ～ Pr.189（入力端子機能選択）にていずれかの端子に機能を割り付けてくださ

Pr.178 ～ Pr.189（入力端子機能選択）の詳細はインバータ本体の取扱説明書（詳細編
 Pr.190 ～ Pr.196（出力端子機能選択）にていずれかの端子に機能を割り付けてくださ

Pr.190 ～ Pr.196（出力端子機能選択）の詳細はインバータ本体の取扱説明書（詳細編
 モータと同軸上にガタのないように連結してください。速度比 1：1としてください。
 PLGケーブルのシールド線はPクリップなどで盤に接地してください。（12ページ参
 差動ラインドライバの場合、終端抵抗選択スイッチはON（初期状態）で使用してくだ

ただし、同一のPLGを他のユニット（NCなど）と共有する場合で、他のユニットに
スイッチをOFFにしてください。
コンプリメンタリの場合はOFF にしてください。

 FR-JCBL、FR-V7CBLと FR-A8APの端子互換は 16 ページを参照してください。
 PLG電源仕様に合わせて、5V/12V/15V/24V の別電源が必要になります。ただしPL

入力のみ可能です。
別電源はPLG出力電圧と同じ電圧とし、PG-SD 間に入力してください。
PLGフィードバック制御、ベクトル制御を併用する場合には、PLGおよび電源は共用

 停止位置指令を外部から入力する場合、内蔵オプション（FR-A8AX）が必要です。外
体の取扱説明書（詳細編）を参照してください。

 端子OHとして使用する端子は、入力端子にOH（外部サーマル入力）信号を割り付け
Pr.189のいずれかに“7”を設定してください。詳細はインバータ本体の取扱説明書
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4、インバータ本体の取扱説明書（詳細編）を参照し

容

デジタル信号を入力します。
令または位置指令が選択されます。

イミング信号が必要な時使用してくださ
まれます。
15データが保持されます。

容

ト信号を入力する端子です。
Pr.189 のいずれかに“22”を設定して機

リエント完了幅内にオリエント停止した場

Pr.196 のいずれかに“27（正論理）ま
り付けてください。

リエント完了幅内にオリエント停止しな

～ Pr.196 のいずれかに“28（正論理）ま
り付けてください。
4.2 端子説明
 オプション FR-A8AX 端子

 インバータ本体端子

 Pr.178 ～ Pr.189 ( 入力端子機能選択 )、Pr.190 ～ Pr.196 ( 出力端子機能選択 ) の詳細は
てください。

端子記号 端子名称 内　

X0 ～ X15 デジタル信号入力端子 リレー接点または、オープンコレクタにより
入力される指令信号は Pr.360により速度指

DY データ読込タイミング
入力信号端子

デジタル信号をインバータ本体へ取り込むタ
い。DY信号がONの間のみデータが読み込
DY信号をOFF するとOFF 以前の X0～ X

端子 ( 信号 ) 端子 ( 信号 ) 名称 内　

入
力 X22 オリエント指令

オリエンテーションを行うためのオリエン
X22信号入力に使用する端子は、Pr.178 ～
能を割り付けてください。

出
力

ORA オリエント完了

始動信号、X22 信号が入力されていて、オ
合、出力は Lレベルとなります。
ORA信号出力に使用する端子は、Pr.190 ～
たは 127（負論理）”を設定して機能を割

ORM オリエントミス

始動信号、X22 信号が入力されていて、オ
かった場合、出力は Lレベルとなります。
ORM信号出力に使用する端子は、Pr.190
たは 128（負論理）”を設定して機能を割



速度、位置ループ切換位置などによって変

のないことが条件となります。ギヤチェ

開始位置の設定、クリープ速度および位置
置パルスのモニタなど

なし

信号入力（コンプリメンタリ）も可能）
24 オリエント制御

4.3 仕　様

繰返し位置決め精度
±1.5°
負荷トルク、負荷の慣性モーメントまたは、オリエント、クリープ
わります。

許容回転速度
PLG取付軸回転速度 (1024pulse PLGにて 6000r/min )
モータと PLG取付軸との連結は、直結またはベルト連結し、すべり
ンジ方式のものは適用できません。

機　　能 オリエント、クリープ速度の設定、停止位置指令の選択、直流制動
ループ切換位置の設定、ポジションシフト、オリエント完了幅、位

位置決め後の保持力 V/F 制御、アドバンスト磁束ベクトル制御時……サーボロック機能
ベクトル制御時……サーボロックあり

入力信号（接点入力） オリエント指令、正転 /逆転指令、停止位置指令（オープンコレクタ
最大 16ビットのバイナリ信号（FR-A8AX 使用時）

出力信号
（オープンコレクタ出力） オリエント完了信号、オリエントミス信号
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5

トル制御時に PLGフィードバック制

とにより、負荷変動に対してもモータ

扱説明書（詳細編）を参照してくださ

SF-JR PLG付モータ
U
V
W
E

C ＊1

＊2

R

A
N

H
K

IM

PLG

DC5V電源＊6) (-)
5 PLGフィードバック制御
FR-A800 シリーズに FR-A8APを取り付けると、V/F 制御、アドバンスト磁束ベク
御が可能です。
モータの回転速度を速度検出器 (PLG) で検出してインバータにフィードバックするこ
の速度が一定となるように、インバータの出力周波数を制御します。
PLGフィードバック制御で使用するパラメータについての詳細はインバータ本体の取
い。

5.1 結線例

R/L1
S/L2
T/L3

U
V
W

＊3

＊4 ＊5

PA1
FR-A8AP

PA2

PB1
PB2
PG

PG
SD

SD

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

正転始動
逆転始動

接点入力コモン

周波数設定器

STF
STR

SD

10
2
5

接地

インバータ

(+

3相交流
電源

NFB MC



 使用するPLGによって、ピン番号が異なります。

照）
さい。（10ページ参照）
終端抵抗器が接続されているときは、終端抵抗

G出力タイプが差動ラインドライバの場合は 5V
26 PLGフィードバック制御

 モータと同軸上にガタのないように連結してください。速度比 1：1としてください。
 PLGケーブルのシールド線はPクリップなどで盤に接地してください。（12ページ参
 差動ラインドライバの場合、終端抵抗選択スイッチはON（初期状態）で使用してくだ

ただし、同一のPLGを他のユニット（NCなど）と共有する場合で、他のユニットに
スイッチをOFFにしてください。
コンプリメンタリの場合は終端抵抗選択スイッチをOFFにしてください。

 FR-JCBL、FR-V7CBLと FR-A8APの端子互換は 16 ページを参照してください。
 PLG電源仕様に合わせて、5V/12V/15V/24V の別電源が必要になります。ただしPL

入力のみ可能です。
別電源はPLG出力電圧と同じ電圧とし、PG-SD 間に入力してください。
オリエント制御と併用する場合には、PLGおよび電源は共用することができます。

5.2 仕　様

速度変動率 ±0.1％（3600r/min に対して）

機　能
・速度フィードバック範囲の設定
・フィードバックゲインの設定
・PLG回転方向の設定

最大速度 V/F 制御：590Hz、アドバンスト磁束ベクトル制御：400Hz
 ( ただし、PLGパルス数は 102400pulse/s 以下）
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6

ことで、本格的ベクトル制御運転がで
ンバータ本体の取扱説明書（詳細編）

トル制御専用モータ（SF-V5RU、
HY）、12Vコンプリメンタリの場合

＊4 ＊6
＊3

PA1
FR-A8AP

PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

＊1

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

SF-V5RU、SF-THY

U
V
W

U

A
B
C

V
W
E

G1
G2

A

接地

＊2

相交流
電源

NFB MC OCR

B
PA1
PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

C
D

F
G

S
R

IM

FAN

PLG

部サーマル入力＊8

サーマル
プロテクタ

＊7

OH
SD

インバータ

PC
2W1kΩ

DC12V電源(+) (-) ＊5
6 ベクトル制御
FR-A800 シリーズに FR-A8APを取り付けた場合、PLG付きモータと組み合わせる
きます。ベクトル制御による速度制御、トルク制御、位置制御ができます。（詳細はイ
を参照してください。）

6.1 結線例
 速度制御

PLG付標準モータ（SF-JR）、5V差動ラインドライバの場合 ベク
SF-T

3相交流
電源

NFB MC
R/L1
S/L2
T/L3

SF-JR PLG付モータ
U
V
W

U
V
W
E

C

＊3

＊1

＊2

＊4
＊6

R
PA1

FR-A8AP

PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

A
N

B
P

H
K

IM

正転始動
逆転始動

接点入力コモン

STF
STR

SD

PLG

接地

インバータ

10

2
2
3

1

トルク
制限指令
（±10V）

1

周波数指令
周波数設定器
1/2W1kΩ 5

(+)
(-)

DC5V電源(+) (-)
＊5

3

外



 トルク制御

トル制御専用モータ（SF-V5RU、
HY）、12Vコンプリメンタリの場合

＊4 ＊6
＊3

PA1
FR-A8AP

PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

＊1

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

SF-V5RU、SF-THY

U
V
W

U

A
B
C

V
W
E

G1
G2

A

接地

＊2

相交流
電源

NFB MC OCR

B
PA1
PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

C
D

F
G

S
R

IM

FAN

PLG

部サーマル入力＊8

サーマル
プロテクタ

＊7

OH
SD

インバータ

PC
2W1kΩ

DC12V電源(+) (-) ＊5
28 ベクトル制御

PLG付標準モータ（SF-JR）、5V差動ラインドライバの場合 ベク
SF-T

R/L1
S/L2
T/L3

SF-JR PLG付モータ
U
V
W

U
V
W
E

C

＊3

＊1

＊2

＊4
＊6

R
PA1

FR-A8AP

PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

A
N

B
P

H
K

IM

正転始動
逆転始動

接点入力コモン

STF
STR

SD

PLG

接地

インバータ

DC5V電源(+) (-)
＊5

10

2
2
3

1

トルク指令
（±10V）

1

速度制限指令
周波数設定器
1/2W1kΩ 5

(+)
(-)

3相交流
電源

NFB MC

3

外
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 位置制御

リメンタリの場合

＊3

＊1

SF-V5RU、SF-THY

U

A
B
C

V
W
E

G1
G2

A

接地

＊2

OCR

B

C
D

F
G

S
R

IM

FAN

PLG

サーマル
プロテクタ1kΩ

DC12V電源(+) (-) ＊5
ベクトル制御専用モータ（SF-V5RU、SF-THY）、12Vコンプ

トルク制限指令
（±10V）

1

5

(+)
(-)

3相交流
電源

NFB
R/L1
S/L2
T/L3

＊4 ＊6

PA1
FR-A8AP

PA2

PB1
PB2

PZ1
PZ2

PG

PG
SD

SD

正転ストロークエンド
逆転ストロークエンド

予備励磁（サーボON）

クリア信号

パルス列

符号信号

準備完了信号

STF
STR
LX ＊9

CLR＊9CLEAR

JOG＊10

NP ＊9
差動

終端抵抗
ON

OFF

コンプリ
メンタリ

U
V
W

3相交流
電源

NFB MC

外部サーマル入力＊8

＊7

OH
SD

インバータ

位置決めユニット
MELSEC-Q QD75P[]N/QD75P[]

MELSEC-L LD75P[]

PC
2W

PULSE F

PULSE R

PULSE COM

CLRCOM

RDYCOM

READY

PC

RDY＊11

SE

FLS
RLS
DOG
STOP

COM

DC24V電源

MC



 使用するPLGによって、ピン番号が異なります。
作します。

照）
参照）

）となります。
ることにより機能を設定します。（Pr.178 ～
（詳細編）を参照ください。）
い。
ます。
30 ベクトル制御

速度制御、トルク制御、パルス列入力による位置制御は Z相を結線しなくても正常に動
 モータと同軸上にガタのないように連結してください。速度比 1：1としてください。
 PLGケーブルのシールド線はPクリップなどで盤に接地してください。（12 ページ参
 コンプリメンタリの場合、終端抵抗選択スイッチはOFFにしてください。（10 ページ
 PLG電源仕様に合わせて、5V/12V/15V/24Vの別電源が必要になります。

ただしPLG出力タイプが差動ラインドライバの場合は 5V入力のみ可能です。
別電源はPLG出力電圧と同じ電圧とし、PG-SD間に入力してください。

 FR-JCBL、FR-V7CBLと FR-A8APの端子互換は 16 ページを参照してください。
 専用モータのファン電源は、7.5kW以下が単相（200V/50Hz、200 ～ 230V/60Hz 
 端子OHとして使用する端子は、入力端子にOH（外部サーマル入力）信号を割り付け

Pr.189のいずれかに“7”を設定してください。詳細はインバータ本体の取扱説明書
 Pr.178 ～ Pr.184, Pr.187 ～ Pr.189（入力端子機能選択）にて機能を割り付けてくださ
 位置制御選択時は、端子 JOGの機能は無効となり、簡易位置パルス列入力端子になり
 Pr.190 ～ Pr.194（出力端子機能選択）にて機能を割り付けてください。
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lse/s 以下）

4逓倍
6.2 仕　様

 回生時は回生ユニット（オプション）が必要です。
 オンラインオートチューニング（適応磁束オブザーバ）あり、専用モータ、定格負荷時

速度制御

速度制御範囲 1：1500（力行・回生共 ）

速度変動率 ±0.01％（3000r/min に対し）

速度応答 130Hz

最大速度 120Hz ( ただし、PLGパルス数は 102400pu

トルク制御

トルク制御範囲 1：50

絶対トルク精度 ±10% 

繰り返しトルク精度 ±5% 

位置制御

繰返し位置決め精度 ±1.5°（モータ軸端）

最大入力パルス周波数 100kpps（端子 JOG）

位置決め帰還パルス モータ 1回転あたり PLGパルス数 (Pr.369)×

電子ギア設定 1/50 ～ 20

位置決め完了幅 0～ 32767 パルス

誤差過大 0～ 400k パルス

機能
・速度フィードバック範囲の設定
・フィードバックゲインの設定
・PLG回転方向の設定
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改　訂　履　歴
※取扱説明書番号は、本説明書の裏表紙の左下に記載してあります。

印刷日付 ※取扱説明書番号 改　　定　　内　　容

2013年7月 IB(名)-0600504-A 初版印刷

2014年7月 IB(名)-0600504-B ・変更
棒状端子の市販品例
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北陸支社.............〒920-0031 石川県金沢市広岡3-1-1(金沢パークビル).......................................................................................................................... (076)233-5502
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●電話技術相談窓口　受付時間※1 月曜～金曜 9:00～19:00、土曜・日曜・祝日 9:00～17:00

※1:春季・夏季・年末年始の休日を除く ※2:金曜は17:00まで ※3:土曜・日曜・祝日を除く

●FAX技術相談窓口　受付時間※4 9:00～16:00（受信は常時※5）

三菱電機FAサイトの「仕様・機能に関するお問い合わせ」もご利用ください。
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三菱電機FA機器電話, FAX技術相談

対象機種 電話番号
インバータ FREQROLシリーズ 052-722-2182

対象機種 FAX番号
上記電話技術相談対象機種 052-719-6762
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